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「出会いも別れも力に変えて」 
副校長 井下 優一  

 

少しずつ春の日差しに温もりを感じる季節となりました。きれいに咲く梅の花が、出会いと別

れの季節を予感させます。 

 

本校には、１年生から９年生までがともに学ぶ学校の象徴として、大切に受け継がれてきた二

つの伝統があります。一つは、入学式・卒業式など限られた儀式の開式・閉式に鳴らされる「９

つの鐘」（九点鐘）です。１〜９年生までの９年間の歩みを象徴し、子どもたちの新たな門出と

旅立ちを厳かに祝福する音色として親しまれてきました。もう一つが、同じく限られた時にだけ

開かれる「伊藤門」です。この門は、明治時代に西大井に建てられた伊藤博文邸の門の一部が本

校に移設されたもので、普段は固く閉ざされていますが、新入生と卒業生だけがくぐることを許

された特別な門です。 

入学の日にくぐる伊藤門や入学式で聞く鐘の音色は、多くの友達や先生との出会いの記憶と

して刻まれ、卒業の日にくぐる伊藤門や卒業式での鐘の音色は、長い時間を共に過ごした仲間や

先生との別れとともに心に残ることでしょう。３月は出会いと別れの季節です。出会いも別れも、

時に人の心を揺さぶり、時に人を大きく成長させてくれます。 

伊藤門の由来となった伊藤博文は、この国で初めての内閣総理大臣を務めた人物です。百姓の

身分に生まれながら、明治維新の激動を生き抜き、国の近代化を担う指導者へと成長した伊藤に

も、その歩みの中に大きな転機となる出会いと別れがありました。それが、若き日の吉田松陰と

の出会いと別れです。松陰は自ら開いた松下村塾で「志を立て、行動せよ」と教え、若者たちを

導いたことで知られています。伊藤は身分が低かったため、はじめは塾の敷居をまたぐことが許

されず、外に立って講義を聞いたと伝えられています。それほどまでに「学びたい」と思える師

との出会いでした。しかし伊藤が志を立て、行動し始めた矢先、伊藤が 18 歳の時に松陰は安政

の大獄で捕らえられ、処刑されます。突然の別れは伊藤に深い悲しみをもたらしましたが、その

経験がかえって志を強くし、行動へと突き動かす力となりました。こうした出会いと別れの積み

重ねが、伊藤博文という大きな人物を形づくっていったのです。 

 

３月は、本校の子どもたちにとっても「出会いと別れ」の季節です。仲間との思い出、先生と

のつながり、教室で過ごした穏やかな時間——そのすべてが子どもたちの成長を支える大切な財

産です。卒業する９年生は伊藤門をくぐり、新たな世界へと歩み出します。そして在校生も、新

しい学年を迎え、新たな出会いに胸を躍らせることでしょう。この３月を、どうか一つひとつの

関わりを大切にしながら過ごしてほしいと願っています。 

 

最後に、保護者の皆さま。一年間、本校の教育活動への温かいご理解とご協力を賜り、心より

感謝申し上げます。お子様が卒業されるご家庭もあるかと思いますが、卒業は「終わり」ではな

く、地域でつながり続ける新しい関係の始まりです。これからも本校を中心に、地域の大人とし

て子どもたちを見守っていただければ幸いです。 
 
 
 



 
３月の行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７年生校外学習     ７学年主任  

 ７学年では、２月６日（金）に鎌倉校外学習に出かけました。感 

染症の流行により学年閉鎖となってしまい、延期しての実施となり 

ました。当日は、天気もよく温暖で、とても気持ちの良い日となり 

ました。今回のスローガンは、『何事も「自分から」～Smile Learn 

Succeed～』です。事前学習や当日、事後学習の 

中でも、自分から行動して学習に取り組み、全員 

が笑顔で成功させようという実行委員の考えが込 

められています。当日は、自分たちの学習テーマ 

に沿って計画したコースを班で行動しました。さまざまなハプニングもあったよ 

うですが、協力して乗り越えることができたと良い報告をたくさんしてくれました。 

事後学習の模造紙もそれぞれの班の学びがよくわかるものに仕上がりました。 

 

２日（月）  全校朝礼 

４日（水）  ６年社会科見学 

６日（金）  ９年、６組校外学習 

９日（月）  生徒会朝礼・低学団朝礼 

１０日（火） 避難訓練 

１６日（月） 卒業式予行 

１７日（火） 前期課程修了式予行 

 

 

１８日（水）  卒業式前日準備⑤カット 

１９日（木）  卒業式 ※１～６年休業日 

２３日（月）  前期課程修了式前日準備⑥カット 

２４日（火）  前期課程修了式 ※５・６年以外休業日 

２５日（水）  修了式 

 

４月６日（月） 始業式 ※新１・７年休業日 

 ５年生スチューデント・シティ    ５学年担任  

 ２月１４日（土）に品川学園にあるスチューデント・シティに 

行ってきました。当日を迎えるにあたり、事前学習を８時間ほど 

行い、社会のしくみや会社・公共機関のお金のやり取り、仕事、 

経営のことを学習し、面接をして会社とその役職を決めました。 

当日、子どもたちは、先輩社員 

である各会社の社員さんと保護 

者ボランティアの方に仕事内容を教えていただき、売り上げ達成や

滞りのない業務遂行のために自分たちで戦略を考えて行動してい

ました。終わったあとは達成感のある表情が見られ、働くことの意

味を知り、利益を出すことの大変さを実感していました。 

 

 

 ひまわり組校外学習     ひまわり組主任  

  ２月２０日（金）、東京ドームシティのスペーストラベリウム TeNQに 

行ってきました。この施設では、宇宙について学ぶことができます。モ

ニターを使ってオリジナルの惑星を作ったり、宇宙人の人形と記念写真

を撮ったり、多種多様な体験をすること 

ができました。施設内では６年生がリー 

ダーシップを発揮し、班のみんなを上手 

にまとめながら活動を楽しみました。ま 

た、買い物学習の一環として、施設内の 

売店でおみやげも購入しました。宇宙グミや宇宙飛行士ボールペンな 

ど、普段は購入できないような商品を買うことができました。どの児 

童も施設内や電車内でのマナーをしっかり守り、立派でした。 

 

 


